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提
供
し
、YouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
紹
介

動
画
を
アッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

全
国
保
健
所
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
民
間
医
局
コ
ネ
ク

ト
」な
ど
複
数
の
Ｗｅ
ｂ
コン
テ
ンツ
を
活
用

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
への
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

を
高
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
加
申
込

数
は
定
員
30
人
を
大
幅
に
上
回
る
62
人

と
な
り
、
次
世
代
向
け
の
新
た
な
広
報
戦

略
の
有
効
性
を
実
感
し
ま
し
た（
そ
の
後

の
選
考
で
最
終
参
加
者
数
は
46
人
）。

■
心
を
動
か
す
環
境
・
企
画

全
国
か
ら
続
々
と
参
加
者
ら
が
集
ま
る

会
場
の
様
子
は
圧
巻
で
す（
写
真
１
）。
今

年
度
は
36
人
も
の
事
業
班
員
を
参
集
し
、

運
営
・
撮
影
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
担
当
な
ど

細
か
な
役
割
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

5
～
６
人
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
２
人
ず
つ
班

員
を
配
置
し
、いつ
で
も
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
若

手
班
員
４
人
が
質
問
に
答
え
る
特
別
企
画

「
パワ
ー
！
モ
ー
ニン
グ
」や
、
4
年
ぶ
り
の
情

で
未
来
の
仲
間
が
全
国
に
拡
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
１

ス
タ
ッ
フ
総
出
の
運
営

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
進
化
系
運
営

２
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
運
営
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
に
は
、
度
重
な
る
話
し
合
い
が

必
要
で
す
が
、
班
員
は
全
国
に
点
在
し
、

予
定
も
な
か
な
か
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

Zoom

やGoogle

ド
ラ
イ
ブ
、LIN

E

等

を
駆
使
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
協
議
に
よ
って
、

距
離
を
感
じ
な
い
作
業
効
率
を
実
現
し

ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
公
衆
衛
生
医
師
に
求

め
ら
れ
る
対
応
力
で
も
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー

運
営
は
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
場
と
も
い

え
ま
す
。

■
集
客
率
を
上
げ
る
広
報
戦
略

多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
よ
う
、
Ｗｅ
ｂ

上
の
広
報
媒
体
を
積
極
的
に
増
や
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
飛
行
機
を
ア
イ
キ
ャッ
チ
に
し

た
躍
動
的
な
チ
ラ
シ
を
関
係
各
所
に
情
報

報
交
換
会
な
ど
、
参
加
者
・
班
員
同
士
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
関
係
性
を
構
築
し
、
参
加

者
の
心
を
動
か
す
企
画
を
進
め
ま
し
た
。

イ
ン
パ
ク
ト
２　
「
答
え
の
な

い
課
題
」に
向
き
合
う
価
値

今
年
は
４
つの
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

２つの
全
体
討
論
で
構
成
さ
れ
ま
し
た（
写

真
２
）。

群
馬
県
健
康
福
祉
部
の
武
智
浩
之
氏

は
公
衆
衛
生
医
師
の
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
ス
タ

イ
ル
に
つい
て
述
べ
、
行
政
で
は
多
様
な
変

化
に
順
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
が
求
め
ら
れ

る
、
と
説
明
し
ま
し
た
。

熊
本
市
総
務
局
の
藤
井
可
氏
は
公
衆

衛
生
と
生
命
倫
理
の
関
係
性
に
つい
て
述

べ
、
公
衆
衛
生
上
の
倫
理
課
題
と
し
て
予

防
接
種
の
政
策
と
個
人
の
考
え
方
と
の
衝

突
を
例
に
挙
げ
、「
弱
く
あ
る
自
由
」を
求

め
る
人
への
対
応
を
問
い
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
支
援
施
設
リ
カ
バ
リ
ハウ
ス

い
ち
ご
の
渡
邊
洋
次
郎
氏
は
、
自
身
の
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
体
験
を
踏
ま
え
、
依
存
症
を

抱
え
つつ
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
に
は
、

依
存
症
の
人
が
共
存
し
、
回
復
で
き
る
社

会
が
必
要
だ
と
説
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
よ
し
き
往
診
ク
リ
ニック
の
守

上
佳
樹
氏
は
、
新
型
コロ
ナ
感
染
症
患
者

の
訪
問
診
療
チ
ー
ム（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
）の
発

た
っ
た
一
度
の
セ
ミ
ナ
ー
が
誰
か
の

人
生
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
た
め
に

普
段
、
私
た
ち
が
イ
ベン
ト
に
参
加
す

る
の
は
、
そ
の
空
間
で
し
か
得
ら
れ
な
い
特

別
な
体
験
を
通
じ
て
、
心
の
変
化
が
生
じ

る
こ
と
を
期
待
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の
結

果
、
自
己
肯
定
感
が
生
ま
れ
た
り
、
視
野

が
広
がった
り
、
時
に
は
新
し
い
生
き
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ

し
て
、
私
た
ち「
公
衆
衛
生
医
師
の

確
保
と
育
成
に
関
す
る
調
査
及
び
実
践

事
業
」
班
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
の
は
、

私
た
ち
が
魅
力
の
発
信
源
と
な
り
、
若
手

医
師
・
医
学
生
ら
の
心
を
動
か
す
言
動
力

と
な
る
た
め
で
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
３
つの
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
全
国
の
事
業

班
員
が
総
出
で
運
営
す
る
ス
ケ
ー
ル
感
、２

つ
目
は
、「
答
え
の
な
い
課
題
」に
向
き
合
う

価
値
、
そ
し
て
３
つ
目
は
、
たった
2
日
間

足
か
ら
の
歩
み
を
示
し
、
困
難
な
課
題
を

克
服
す
る
に
は
、
信
頼
で
き
る
仲
間
と
の

チ
ー
ム
づ
く
り
が
重
要
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
全
体
討
論
で
は
、
こ

れ
ら
の「
答
え
の
な
い
課
題
」に
対
し
、
個
々

の
意
見
を
拡
散
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
。
答
え
を
出
す
の
で
は
な
く
、

た
だ
相
手
の
意
見
に
集
中
す
る
。
こ
の
、

多
様
な
他
者
を
認
め
、
己
を
知
る
体
験
こ

そ
セ
ミ
ナ
ー
のハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
り
、こ
の
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ＊

時
代
に
、
予
測
で
き
な
い
課
題
対

応
が
求
め
ら
れ
る
私
た
ち
に
とって
、
価
値

あ
る
学
び
と
な
る
の
で
す
。（
詳
細
は
全
国

保
健
所
長
会
Ｈ
Ｐ
やY

ouT
ube

に
て
公

開
中
）。

イ
ン
パ
ク
ト
３　
仲
間
と
の
つ

な
が
り 

力
が
も
た
ら
す
未
来

セ
ミ
ナ
ー
で
生
ま
れ
た
全
国
の
仲
間
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
同
じ
空
間
・
時
間
を

共
有
し
て
こ
そ
得
ら
れ
た
、
真
の
力
で
す
。

こ
の
力
は
、
今
後
困
難
に
直
面
し
て
も
、

多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
助

け
合
い
な
が
ら
解
決
で
き
る「
公
衆
衛
生

医
師
力
」の
土
台
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
人
生
で「
あっ、
あ

の
時
の
！
」の
一
言
で
つ
な
が
る
た
び
に
、
自

分
の
世
界
が
広
が
り
、
や
が
て
未
来
の
目

標
に
近
づ
く
た
め
の「
推
進
力
」に
発
展
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
こ
そ

求
め
ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
満

足
度
は
10
点
中
平
均
９・１
点
と
高
く
、

多
く
の
参
加
者
の
心
に
響
い
た
と
同
時
に
、

未
来
の
セ
ミ
ナ
ー
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
が
記
さ
れ
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の

さ
ら
な
る
発
展
に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
公
衆
衛
生
医
師
は
、
こ
の
果
て

し
な
い
社
会
の
課
題
を
、
多
様
な
仲
間
と

と
も
に
解
決
す
る
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
柔

軟
性
に
富
む
職
種
で
す
。
こ
の
唯
一
無
二

の
魅
力
を
、
たった
２
日
間
で
体
感
で
き
る

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
、
参
加
者
と
ス
タッフ
の

手
で
つ
く
る
私
た
ち
の
未
来
で
あ
り
、
か

け
が
え
の
な
い
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
継
い
で
い
く
の
で
す
。

＊
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
＝
変
動
性（V

olatility

）、
不
確
実
性

（U
ncertainty

）、複
雑
性（Com

plexity

）、両
義
性

（A
m

biguity
）と
い
う
４つの
単
語
の
頭
文
字
を
並
べ

た
も
の
。
予
測
困
難
で
既
存
の
価
値
観
が
通
用
し
な

い
現
代
社
会
を
表
す
言
葉
。

【
謝
辞
】運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
班
ス
タッフ

の
皆
さ
ま
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
松
谷
有
希
雄
理

事
長
、
事
務
局
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

参
加
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べて
の
関
係
者
の

方
々
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
衆
衛
生
若
手
医
師
・
医
学
生

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
）

２
０
２
３
報
告

Ｐ
Ｈ
S
S
2
0
2
3 

運
営
委
員
長
／
広
島
市
南
区
役
所
厚
生
部
医
務
監
・
保
健
セ
ン
タ
ー
長　

平
本 

恵
子

写真2　グループワークの様子

写真1　PHSS2023参加者および
スタッフとの集合写真

8月19日（土） 8月20日（日）

一般企画
13:30 オープニング

⽇本公衆衛⽣協会 松⾕有希雄 理事⻑ 
全国保健所⻑会　内⽥勝彦　会⻑

特別企画
8：00～

（希望者）
パワー！モーニング
参加者と現役公衆衛⽣医師との意⾒交換会
モデレーター 田邊　裕氏
　　　　　　（名古屋市西区保健福祉センター）
回答者 松澤　知氏（新潟県福祉保健部）
　　　 植田英也氏（大阪市健康局健康推進部）
　　　 茅野正行氏（宮崎県都城保健所）

13:40 オリエンテーション 一般企画
9：30
9：35

9：45

オリエンテーション
アイスブレイク＆交流タイム
テーマトーク・参加者⾃⼰紹介
リーダーズセッシン❸
当事者から見た精神保健行政：公衆衛生医師に
知ってほしいこと
講師：渡邊洋次郎⽒（リカバリハウスいちご）
➡グループワーク・発表・討論

13:45

14:00

アイスブレイク＆交流タイム
テーマトーク・参加者⾃⼰紹介
リーダーズセッション❶
リーダーシップスタイル：臨床と⾏政の違い
講師：武智浩之⽒（群⾺県健康福祉部）
➡グループワーク・発表・討論

15:00 休憩 10:45 休憩

15:15

15:30

アイスブレイク＆交流タイム
テーマトーク・参加者⾃⼰紹介
リーダーズセッション❷
公衆衛⽣と⽣命倫理：我々は治療すべきか？
講師：藤井可⽒（熊本市総務局⾏政管理部労務厚
⽣課）➡グループワーク・発表・討論

11:00 リーダーズセッション❹
コロナ禍で⾒えた在宅医療の課題ー将来の地域
医療構想を考える
講師：守上佳樹⽒（KISA２隊 よしき往診クリニッ
ク）
➡グループワーク・発表・討論

16:30 休憩 12:00 休憩

16:45 全体討論
モデレーター 永井仁美氏（大阪府茨木保健所長）
パネリスト＋参加者 フリーディスカッション

12:15 全体討議
モデレーター 横山勝教氏（⾹川県東讃保健所⻑）
パネリスト＋参加者 フリーディスカッション

17:15 総括・連絡
横⼭勝教⽒（⾹川県東讃保健所⻑）

12:45 クロージング
横⼭勝教⽒（⾹川県東讃保健所⻑）
アンケート・記念撮影

特別企画
19：00

（希望者）
情報交換会

図　セミナープログラム

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


